
様式第１号 

令和３年度 学校経営計画書 

学校番号 76 学 校 名 静岡県立浜松東高等学校 校 長 名 児玉 一淑 

 

１ 目指す学校像 

(1) 教育目標 

「学ぶ術を学ぶ」の校訓のもと、商業科と普通科を併置した学校としての特色を生かし、生涯に 

わたって学び続ける基盤となる力をつけるとともに、自立心と思いやりの心を持ち、地域や社会の 

発展に貢献できる人材を育成する。 

(2) 目標具現化の柱 

ア 本校の特徴を生かした、キャリア教育の充実 

イ 社会生活の基盤となるマナーやルール、モラルの習得 

ウ 基礎学力の定着と進路実現に必要な学力の育成 

エ 健全な心身の育成と安全・安心な学習環境の整備 

オ 家庭や地域との連携による開かれた学校づくりの推進 

カ 教職員の連携と組織的な学校マネジメントの推進 

 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）スローガン…「明るく充実した学校生活」 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 
キャリア教育の

充実 

年間指導計画に基づく、教科指導、
特別活動、総合的な探究の時間等
におけるキャリア教育を実施す
る。 
 
・地域との連携を図ったキャリア
教育を推進する。 

 
・部活動を通したキャリア教育を
推進する。 

 
・進路シラバスに基づいたキャリ
ア教育を推進する。 

・「社会に役立つ姿勢や資質を身
に付ける教育が行われている」
と答える生徒、保護者 90％以
上。 

・「ボランティア活動、体験学習、
生徒会活動等地域と連携した
（地域に貢献した）活動に参加
した」と答える生徒 70％以上。 

・「部活動で頑張っている」と答
える生徒 90％以上。 

・「自分の将来の生き方（進路等）
について考えている」と答える
生徒 90％以上。 

各教科 

学年 

教務 

生徒 

進路 

イ 

命の大切さ、より

よい人間関係を

築くためのルー

ル、マナー、モラ

ルを身に付けさ

せる。 

・相手を思いやる人権意識の向上
を図る。 

 
・全職員による登校指導、「いつで
も・どこでも」の声かけ運動を
継続して実施する。 

 
・自分の役割を果たし、集団で行
動できる姿勢や資質を育成す
る。 

・交通安全指導の充実を図る。 
 
・情報化社会に必要なモラルやル
ールを身に付けさせる。 

 
・「学校の決まりを守って生活し
ている」と答える生徒 100％。 

・「欠席・遅刻・早退をしないよ
うに努力している」と答える生
徒 90％以上。 

・「さわやかな挨拶ができ、身だ
しなみに気を付けている」と答
える生徒 90％以上。 

・「集団の中の一員として仲間を
尊重し、行動できる」と答えた
生徒 90％以上。 

・「交通ルールを守っていると答
える生徒」100％。 

・情報モラルに注意していると答
える生徒 100％ 

 

学年 

生徒 

教務 

各教科 
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ウ 

基礎学力の定着

と進路実現に必

要な学力の育成 

・教員による授業参観、生徒によ
るアンケート、「高校生のため
の学びの基礎診断」の測定ツー
ルによる生徒の学力把握等を通
して、授業改善を推進する。 

 
・朝学習や確認テストを継続的に
行う。 

 
・主体的・対話的な深い学びの実
現に向けた授業改善と観点別学
習評価の研究を推進する。 

・生徒それぞれの進路希望に応じ
た指導体制を充実する。 

・進学クラスを編成し、四年制大
学等進学指導体制の確立を図
る。 

 

・年２回以上の授業参観と年２回
の生徒による授業評価が活用
されている。 

 
・「授業の内容に興味、関心を持
てた」と答える生徒 90％以上。 

 
・「学んだことについて、考え、
表現する力を伸ばすことがで
きた」と答える生徒 90％以上。 

 
・新しい学習指導要領に対応した
指導法、評価の取り組み 100％。 

・「朝読書や朝学習にしっかりと
取り組んでいる」と答える生徒
90％以上。 

・「生徒の適性や希望を生かす適
切な進路指導を行っている」と
答える生徒、保護者 90％以上。 

各教科 

研修 

進路 

学年 

エ 

健全な心身の育

成と安全・安心な

学習環境の整備 

 
・学校行事に主体的、積極的に参
加する姿勢を身に付けさせる。 

・人間関係づくりプログラムの実
践により生徒間の理解を深めさ
せる。 

・カウンセリングマインドの立場
に立った生徒指導体制づくり。 

・生徒の個別面談を定期的に行い、
適切な指導の推進と生徒が相談
しやすい体制の充実を図る。 

・清掃の徹底を図り、保健委員や
教職員による環境、施設設備の
状況を定期的に点検する。 

・図書委員会による読書啓発活動
を充実させる。 

・豊かな感性を育む芸術鑑賞教室
を開催する。 

 

・「学校行事に積極的に参加した」
と答える生徒 90％以上。 

・「信頼でき、相談できる先生が
いる」と答える生徒 80％以上。 

・「教室等の環境を常にきちんと
整えている」と答える生徒 90％
以上。 

・「生徒が利用しやすい図書館環
境が整っている」と答える生徒
80％以上。 

・「１年間で３冊以上の本を読ん
だ」と答える生徒 50％以上。 

・「芸術鑑賞教室が良かった」と
答える生徒 80％以上。 

 

保健厚生 

事務部 

学年 

図書 

オ 
開かれた学校づ

くりの推進 

・PTA、後援会、同窓会と連携を図
りながら教育活動を推進する。 

・学校ホームページにより、学校
の教育活動を発信する。 

・一斉メール等を活用し、必要な
情報を適切に家庭等に提供す
る。 

・「浜東 PTA レポート」、「浜松東
高かわら版」、「浜松東高新聞」
等を定期的に発行する。 

・学校行事をはじめ、中学生体験
入学やオープンスクール等の本
校来場者数の増加を図る。 

・ホームページが週に 1回以上更
新されている。 

・ホームページのアクセス数 
年間 50,000件以上。 

・情報の発信が PTA総会、発行物、
メール配信等により定期的に
行われている。 

・保護者に対して行事や進路等の
情報提供が適切に行われてい
ると答える保護者 90％以上。 

・来場者数 
 浜東祭：1,000人以上。 
 一日体験入学：1,000人以上。 

情報管理 

総務 

生徒 

教務 
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カ 

教職員の連携と

組織的な学校マ

ネジメントの推

進 

・迅速な「報告、連絡、相談」を
徹底し、働き方改革を推進する。 

・教職員の資質向上を図るため、
本校の実情やニーズに合った研
修等を推進する。 

・出張、研修で得た情報や校務上
必要な知識を共有化する。 

・適正かつ効果的な予算執行を行
う。 

・各部署において「チーム浜東」
を意識して業務推進し、達成感
を共有する。 

・職員一人一人がリーガルマイン
ドを意識し、業務遂行・リスク
マネジメントを行う。 

・定期的な会議等を通して、集団
内での情報の共有化と適正な
業務分担が図られている。 

・校内職員研修を年３回以上実
施。 

・資料提供や発表による報告、校
内ファイルサーバの活用が随
時行われている。 

・適正な会計処理と予算の節約が
意識されている。 

・「遣り甲斐を感じている」と答
える職員 100％。 

・リーガルマインドを意識して業
務遂行している 100％。 

各教科 

学年 

各分掌 

研修 

情報管理 

事務部 

 


